
国有林野 事業の取組

　
林
野
庁
は
、
森
林
管
理
局
等
に
お
け
る
現
場
業

務
の
実
行
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
森
林
の
整
備
手
法
、

森
林
環
境
教
育
等
に
関
す
る
取
組
成
果
を
広
く
普

及
す
る
た
め
に
、
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

国有林野事業業務研究発表会
平成24年度

　

本
年
度
の
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会
は
、
11

月
20
日
、「
森
林
技
術
部
門
」、「
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
」

及
び「
国
民
の
森
林
部
門
」の
3
部
門
で
、
計
27
課
題
の

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

森
林
技
術
部
門
で
は
、
作
業
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
な

ど
低
コ
ス
ト
化
に
関
わ
る
も
の
や
近
年
被
害
が
著
し
い

シ
カ
被
害
対
策
な
ど
13
課
題
が
、
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

で
は
、
国
有
林
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の
取
組
な
ど

7
課
題
が
、
ま
た
、
国
民
視
点
に
立
っ
た
取
組
を
発
表

す
る
国
民
の
森
林
部
門
で
は
、
木
の
文
化
を
支
え
る
森

づ
く
り
の
取
組
な
ど
7
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

課
題
の
中
に
は
、
地
域
の
民
間
団
体
等
と
共
同
で
取

り
組
ん
だ
も
の
も
あ
り
、
外
部
と
の
連
携
に
も
広
が
り

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
発
表
後
の
質
疑
で
は
、
審

査
委
員
や
傍
聴
者
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
発
表

者
か
ら
は
苦
労
し
た
点
や
今
後
に
向
け
て
の
課
題
な
ど
、

よ
り
具
体
的
な
話
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
回
発
表
さ
れ
た
全
課
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
発
表

集
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
現
場
業
務
の
一
層
の
効
率
化
、

民
有
林
へ
の
普
及
、
森
林
環
境
教
育
の
充
実
等
を
図
る

べ
く
、
全
国
の
森
林
管
理
局
・
署
や
都
道
府
県
等
に
広

く
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
各
部
門
で
林
野
庁
長
官
賞（
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
）を
受
賞
し
た
発
表
課
題
に
つ
い
て
、
以
下
に
紹

介
し
ま
す
。
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森林技術部門

　

木き

そ曽
地
域
の
国
有
林
は
、
傾
斜
30
度
以
上

の
急
峻
な
地
形
が
多
く
、
古
く
か
ら
架か

線せ
ん

集

材
に
よ
る
素
材
生
産
事
業
が
主
流
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
生
産
性
の
向
上
や
、
低

コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
推

進
が
不
可
欠
と
の
認
識
の
下
、
平
成
19
年
度
に

路
網
、
列
状
間
伐
、
高
性
能
林
業
機
械
の
組

合
わ
せ
に
よ
る
作
業
を
実
施
す
る
た
め
の
モ
デ

ル
林
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

設
定
に
際
し
て
は
、
民
有
林
等
へ
の
普
及

効
果
も
考
慮
し
、
木
曽
地
域
で
は
一
般
的
な
傾

斜
30
度
以
上
の
間
伐
適
齢
林
分
の
カ
ラ
マ
ツ

人
工
林（
約
1
8
0
h
a
）を
モ
デ
ル
林
と
す
る

と
と
も
に
、
架
線
系
に
対
応
し
た
路
網
整
備
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
採
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
集

材
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
造
材
及
び
フ
ォ
ワ
ー
ダ
運
搬

を
基
本
の
作
業
シ
ス
テ
ム
と
し
ま
し
た
。
有
識

者
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
関
係
機
関
や
林
業

事
業
体
等
を
交
え
た
現
地
検
討
会
を
毎
年
実

森林作業道の作設の様子

施
す
る
な
ど
、
検
証
と
反
省
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
重
ね
、
平
成
19
～
23
年
の
5
年
間
に
、
生

産
性
の
向
上
等
少
し
ず
つ
成
果
を
上
げ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
初
年
度
に
作
設
し
た
作
業
道
で
は
植

生
回
復
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
路
床
流
亡
や

法の
り
め
ん面

崩
落
が
抑
え
ら
れ
、
次
回
の
間
伐
等
の

際
に
も
、
若
干
の
整
備
を
行
え
ば
容
易
に
使
用

可
能
と
な
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

本
取
組
に
よ
り
、
木
曽
谷
の
よ
う
な
急
傾
斜

の
多
い
地
域
に
お
い
て
も
、
低
コ
ス
ト
・
高
効

率
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
事
業
実
施
の
可
能
性

を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
自
然

と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
①
丈
夫
で
簡
易
な
森

林
作
業
道
の
確
実
な
作
設
、
②
更
な
る
生
産
性

向
上
の
た
め
の
作
業
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
③
継

続
的
な
事
業
発
注
に
よ
る
事
業
地
の
拡
大
な
ど

取
組
を
進
め
、
そ
れ
ら
の
普
及
・
定
着
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

モデル林における
「低コスト・高効率作業システム」

～5ヶ年の変遷～

最優秀賞

中部森林管理局

木曽森林管理署
市川　久志

森林整備部
渡邊　修

木
の
被
害
防
除
対
策
で
は
、
目
隠
し
効
果
を

狙
っ
た
防
護
ネ
ッ
ト
を
開
発
し
、
効
果
が
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
を
減
ら
す
に
は
、

シ
カ
の
捕
獲
と
防
除
を
一
体
的
に
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
や
試
験
研

究
機
関
等
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
シ
カ
の

適
正
な
生
息
頭
数
管
理
に
向
け
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
所
有
者
の
造
林
意
欲
が
低
下
し
て
い

る
中
、
シ
カ
対
策
を
通
じ
低
コ
ス
ト
で
省
力

化
し
た
新
た
な
保
育
技
術
の
確
立
に
も
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
は
大
分
県
下
全
域

に
広
が
っ
て
お
り
、
当
署
管
内
に
お
け
る
生

息
頭
数
も
１
平
方
k
m
あ
た
り
30
頭
と
非
常

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景

か
ら
、
国
有
林
と
し
て
も
シ
カ
の
被
害
を
減

ら
す
た
め
、
職
員
で
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、

ま
ず
は「
増
え
す
ぎ
た
シ
カ
の
捕
獲
が
重
要
で

あ
る
」と
の
位
置
づ
け
の
下
、
捕
獲
を
強
化
す

る
取
組
や
造
林
地
に
お
け
る
被
害
対
策
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

捕
獲
の
対
策
と
し
て
は
、
①
捕
獲
体
制
を

大
分
県
や
振
興
局
と
協
議
し
、
半
年
毎
の
申

請
で
年
間
捕
獲
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
務
手

続
き
の
円
滑
化
、
②
シ
カ
の
行
動
を
把
握
し
、

罠わ
な

の
設
置
方
法
や
捕
獲
技
術
の
向
上
に
役
立

て
る
た
め
の
赤
外
線
カ
メ
ラ
の
設
置
、
③
捕

獲
し
た
シ
カ
の
安
全
な
捕
殺
や
効
率
的
な
埋

却
、
発
酵
促
進
剤
を
使
用
し
た
腐
敗
臭
対

策
、
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
造
林

スギ食害地　簡易防護ネットの設置

国有林におけるシカ被害対策の
取組みについて

優秀賞

廣田　光春木村　圭文山本　純也

九州森林管理局　大分西部森林管理署
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森林ふれあい部門

　

高
知
県
東
部
に
位
置
す
る
室
戸
市
佐さ

喜き

浜は
ま

町

は
、
山
、
海
、
川
と
い
っ
た
自
然
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
す
。
し
か
し
、
近
年
過
疎
化
が
進
行
し
、
地

域
の
活
力
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
住
民
が
集
ま
り
、
平
成
22
年
11
月
に「
佐
喜
浜

の
源げ
ん

木き

を
育
て
る
会
」（
以
下
、
育
て
る
会
）が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
育
て
る
会
で
は
、
地
域
の
財
産
で

あ
る「
海
の
宝
」、「
川
の
宝
」、「
文
化
の
宝
」、「
山

の
宝
」を
地
域
内
外
の
人
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
山
の
宝
」と
し
て
は
、
歴
史
の
あ
る「
野の

根ね

山や
ま

街

道
」、「
段
ノ
谷
山
国
有
林
の
天
然
杉
群
」、
大
正
6

年
か
ら
50
年
近
く
か
け
て
大
規
模
崩
壊
地
の
復
旧

治
山
を
行
っ
た「
加か

奈な

木ぎ

の
つ
え
」な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
地
元
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

育
て
る
会
と
安
芸
森
林
管
理
署
が
協
力
し
て
P
R

の
た
め
に
次
の
よ
う
な
森
林
教
室
の
取
組
を
行
い

ま
し
た
。

（
１
）春（
5
月
）：
学
校
行
事
と
し
て
実
施
し
、
佐

段
だん

ノ
の

谷
たに

山
やま

国有林を活用した
地域活性化について

最優秀賞

喜
浜
小
学
校
の
児
童
、
先
生
、
保
護
者
、
地
元

住
民
が
参
加
し
、
野
根
山
街
道
の
史
跡
や
、
森

の
働
き
、
段
ノ
谷
山
の
天
然
杉
に
つ
い
て
学
習
。

（
２
）秋（
10
月
）：
一
般
公
募
に
て
実
施
し
、
段
ノ
谷

山
天
然
杉
の
名
札
を
参
加
者
が
手
作
り
で
製
作

し
、
現
地
に
設
置
。

　
　

取
組
で
は
、
育
て
る
会
が
主
催
と
な
っ
て
募

集
の
窓
口
や
企
画
等
を
行
い
、
安
芸
署
が
現
地

の
歩
道
整
備
や
、
樹
名
札
、
案
内
板
な
ど
の
製

作
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
森
林
教
室
で
の
講
師

役
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
自
然
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
、

杉
の
大
き
さ
に
感
動
し
た
、
佐
喜
浜
の
自
然
を
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
、
な
ど
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
一
過
性
の
も
の
と
な
ら
な

い
よ
う
、
育
て
る
会
の
会
員
自
ら
が
案
内
・
説
明

で
き
る
よ
う
育
て
る
会
と
安
芸
署
が
協
力
し
な
が

ら
指
導
者
の
養
成
や
、
登
山
者
増
加
に
係
る
森
林

保
護
の
対
策

等
に
も
取
り

組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

森林教室の様子

天然杉名札の設置の様子
パンフレットの作成

(H24年度版）

田村　拓阿野田　直人吉田　純一

佐
さ

喜
き

浜
はま

の源
げん

木
き

を育てる会四国森林管理局
安芸森林管理署

　

愛
知
県
設し

た
ら楽
町
の
段だ

ん

戸ど

国
有
林
は
、
県
北

東
部
の
山や
ま
あ
い間

に
あ
る
水
源
地
で
す
。
平
成
13

年
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
は
、N
P
O
法
人

穂
の
国
森
づ
く
り
の
会
と「
穂
の
国
み
ん
な
の

森
」（
ふ
れ
あ
い
の
森
）を
当
地
に
設
定
し
、
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
相
手
方
と
ふ
れ
あ
い

の
森
で
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
う
中
で
、

当
事
務
所
か
ら
、
上
流
域
の
住
民
だ
け
で
な

く
、
漁
業
関
係
者
に
も
森
林
づ
く
り
に
参
加

し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
、
平
成

14
年
に
、
河
口
域
に
あ
る
蒲が
ま

郡
ご
お
り

市
の
若
手

漁
業
関
係
者
が
作
る「
蒲
郡
市
漁
協
青
年
部

連
絡
協
議
会
」（
以
下
、
漁
青
連
）に
よ
る
植
樹

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
の
森
に
ブ
ナ
を
植
栽
し
た
漁
青

連
は
、
森
と
海
の
繋
が
り
に
理
解
を
深
め
、

森
づ
く
り
の
活
動
を
継
続
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
、
こ
の
漁
青
連
の
取
組
に
愛
知
県

の
水
産
課
・
林
務
課
、
そ
し
て
地
元
蒲
郡
市

漁民の森づくり
打ち合わせ会議

愛知県立三
み

谷
や

水産高校の
生徒による除伐作業

「ふれあいの森」より広がる
地域との絆

～段
だん

戸
ど

国有林漁民の森林づくり活動～

優秀賞

も
賛
同
し
、
連
携
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
世
代
の
漁
業
を
担
う
人
た
ち
に
も

参
加
を
促
し
た
と
こ
ろ
、
愛
知
県
立
三み

谷や

水

産
高
等
学
校
が
活
動
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
情
報
を
結
び
合
わ
せ
、
必
要
と
し

て
い
る
相
手
に
提
供
す
る
こ
と
は
新
し
い
取

組
に
繋
が
り
ま
す
。
情
報
は
持
っ
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

こ
と
で
終
わ
り
と
せ
ず
、
常
に
問
題
点
や
反

省
点
を
洗
い
出
し
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
漁
青
連
が
仲
間
内
だ
け
の

活
動
と
せ
ず
、
活
動
の
意
義
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
働
き
か
け
て
き
た
こ
と

が
、
地
域
で
培
っ
た
人
と
人
と
の
絆
で
困
難

を
克
服
し
、
10
年
を
越
え
た
活
動
と
な
っ
て

今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

中部森林管理局　愛知森林管理事務所

稲垣　正紀鈴木　永江
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国民の森林部門

　

檜ひ

皮わ
だ

は
、
樹
齢
80
年
以
上
の
ヒ
ノ
キ
か
ら
、

お
よ
そ
8
～
10
年
の
間
隔
で
定
期
的
に
採
取
す

る
こ
と
が
で
き
、
長
野
市
の
善
光
寺
や
京
都
市

の
清
水
寺
と
い
っ
た
国
宝
級
等
の
文
化
財
の
屋

根
の
修
復
に
欠
か
せ
な
い
資
材
で
す
。
一
時
、
檜

皮
と
檜
皮
を
採
取
す
る
原も
と
か
わ皮

師し

が
不
足
し
た
こ

と
か
ら
、
文
化
財
の
修
復
材
と
し
て
の
安
定
供

給
等
の
た
め
、
平
成
14
年
に
中
部
森
林
管
理
局

長
は（
社
）全
国
社
寺
等
屋
根
工
事
技
術
保
存
会

（
以
下
、
社
寺
保
存
会
）と
長
野
県
南
木
曽
町
の

賤し
ず
も母
国
有
林
７
１
．
３
６
h
a
を「
檜
皮
の
森
」に

設
定
し
、
10
年
間
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
以
降
、
当
支
署
で
は「
檜
皮
の
森
」

か
ら
採
取
さ
れ
る
檜
皮
の
販
売
等
に
よ
り
重
要

文
化
財
の
保
存
事
業
へ
の
協
力
を
行
う
と
と
も

に
、
社
寺
保
存
会
に
は
全
国
か
ら
若
手
の
原
皮

師
が
集
い
、「
檜
皮
の
森
」に
お
い
て
檜
皮
採
取
の

技
能
研
修
や
森
林
整
備
作
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
元
の
小
学
校
や
各
教
育
機
関
等

長野県林業大学校の生徒に

説明する原
もとかわ

皮師
し

原皮採取の様子を見学する小学生

「檜
ひ

皮
わだ

の森」での活動を
振りかえって

最優秀賞

を
対
象
と
し
た
檜
皮
採
取
の
見
学
会
も
協
働
で

実
施
し
ま
し
た
。

　
「
檜
皮
の
森
」で
は
、
こ
の
10
年
間
で
約
8
、

5
0
0
本
の
立
木
か
ら
約
２
５
、0
0
0
㎏
の
檜

皮
が
採
取
さ
れ
ま
し
た
。
資
源
量
の
把
握
に
よ

り
、
今
後
の
安
定
供
給
へ
の
道
筋
が
開
け
た
こ

と
や
、
社
寺
保
存
会
の
行
う
研
修
事
業
に
よ
り

原
皮
師
の
育
成
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

間
に
お
け
る
当
初
の
協
定
の
目
的
は
果
た
せ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。「
檜
皮
の
森
森
林
整
備
協

定
」は
期
間
満
了
を
迎
え
た
今
年
10
月
に
更
新
を

し
、
こ
の
間
の
成
果
と
課
題
を
分
析
、
総
括
し
つ

つ
、
今
後
、
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

公益社団法人　全国社寺等
屋根工事技術保存会

友井　辰哉

中部森林管理局　木曽森林
管理署南木曽支署

金　敏博

　

京
都
府
京
都
市
の
嵐

あ
ら
し

山や
ま

国
有
林
は
、
松
枯
れ

被
害
に
よ
る
ア
カ
マ
ツ
の
減
少
や
、
他
の
広
葉

樹
に
よ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
被
圧
な
ど
に
よ
っ
て
、

「
マ
ツ
と
サ
ク
ラ
の
嵐
山
」と
言
わ
れ
た
往
時
の

景
観
か
ら
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
57
年
以
降
、
嵐
山
保
勝
会
と
の
連
携
に

よ
り
植
樹
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
植
栽
し
た
樹
木
の
成
長
が
必
ず
し
も
良
好

で
は
な
い
こ
と
、
シ
カ
や
サ
ル
に
よ
る
被
害
、

観
光
形
態
の
変
化
な
ど
も
あ
り
、
改
め
て
嵐
山

国
有
林
の
取
扱
方
針
に
つ
い
て
、
幅
広
い
観
点

か
ら
検
討
を
行
う
必
要
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
平
成
21
年
度

に
は
、
地
元
・
専
門
家
・
行
政
の
参
画
に
よ
る

全
5
回
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
植
生
、
景

観
、
獣
害
、
治
山
の
各
分
野
の
専
門
家
か
ら
の

報
告
・
提
言
を
受
け
な
が
ら
、
地
元
の「
思
い
」、

専
門
家
の「
技
術
」、
行
政
の「
権
限
」を
結
集
さ

せ
て
、「
嵐
山
国
有
林
の
今
後
の
取
扱
方
針
」を

意見交換会の様子

嵐
あらしやま

山国有林における
地元・専門家・行政との連携について

～「嵐山国有林の取扱に関する意見交換会」を中心として～

優秀賞

策
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
取
扱
方
針
で
は
、
①
景
観
保
全
に
向
け

た
落
葉
広
葉
樹
等
の
植
栽
・
管
理
、
②
獣
害
か

ら
の
植
栽
木
の
保
護
と
個
体
数
管
理
の
実
施
に

向
け
た
条
件
整
備
、
③
治
山
事
業
に
よ
る
荒
廃

防
止
と
植
栽
基
盤
形
成
、
④
林
内
利
用
の
促
進

に
向
け
た
条
件
整
備
、
を
重
点
的
に
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
専
門
家
に
よ
る
植
栽

指
導
や
、
防
鹿
柵
の
設
置
に
よ
る
落
葉
広
葉
樹

な
ど
の
植
栽
管
理
、
市
民
参
加
に
よ
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

年
2
回
の
意
見
交
換
会
を
継
続
し
、
嵐
山
国
有

林
に
お
い
て
、「
国
民
の
森
林
・
国
有
林
」を
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

取扱方針パンフレット

近畿中国森林管理局
京都大阪森林管理事務所
八田　祥吾
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